
熟常農研集報 No. 21 
`~, 
lr, 

(~ 

セイ ロン水稲在来品種の特性に関する研究

,?,-. 
7 JIヽ ：隆典
熱誓農業研究センター

駐在場所：中央農業研究所， MahaIlluppallama 

農業研究所

セイロン

駐在期間： 1967年 3 月 ~1969年 3 月

研究協力苔： P. Ganashan 

セイロンにおける水稲ff種は純系分離育種法から文

雑育種法O)段陪に入ってまだ日が浅い。セイ戸ン政府

は食糧培産 5ヶ年叶両(1966~1970)を達成するため，

水稲の有稲にかなりの重点をおいている。ミラクルラ

イスと呼ばれる IRSが導入され計画逹成に大きな期

iりがかげられたが，結呆は必ずしも息わしくなく，む
しろセイロンの主要育成品種である H」が多くの場所

で IRS よりも相対的に高し、）以贔をあげた事実から，

白国での育種の重要性が再謁識されるにいたった＾

ーヴ方，賽者らはこのようなことから適応性と在来晶

種との間に密接な関係が推定されたので，まず最初に

在来品種の特4性を明らかにし， （これに関する報化が

見当らなか）た）今後の育秤への指針を得る目的で丈

験を行なった，、

材料と方法

1967年10月に乾燥地帯第 1図から収集された70品種

を供試し，比較のため H4(やや短利穂数應栽焙面

積第 1位）， IR8 (極短杯穂数iW).HS U好見穂重翌い

ii) 3奨励在孔稲を試験に加え

調査は各品神しも2'i個休について育柿上重要であり
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第 1図 在来品種の収集地（セイロン）
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籾長と籾幅 (mm)との関係
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かつ品種の特性をよく表現していると考えられた19形 め76在米品師と 3比較品柿，甘179品種の12形質に関す

質を選んだ。品種の特性の総合的評価と品稲分類心に る特付表につし、て丁成分分析を適用した..
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第 1表

到

苗

倅

穂

穂

形

19形質相互の相関係数

Xo 

. 538** . 235* --. 0-!2 . 073 . 238* . 508** , 537** . 65:'i** 

~.o:n -.277* --.092 -.-i03**-.066 .115 -.:-n7**. 221* 

1. 000 . -132** —, 253* . 509** . 701** . 9-W** . -187** . ::,7」**

. l:-l2** 1. 000 -. 061 . 591 ** . 262* . 285* . 39-l ** . 111 ** 

-.2s:-i* ---.o6t 1.000 -.090 --.282* --.229* -.087 .oo:-i 

.37:-l**-.-103** .509** .391** -.090 1.000 .:-l-l8** .222* .SO-J** .528** 

. 238* -. 066 . 701 ** . 262* -. 282* . :-l-!8** 1. 000 . 5-i:-J** . 258* . 386** 

. 508** —-. ll5 . 9-lO** . 285* -. 229* . 222* . 5-l:-l** 1. 000 . 388** . -162** 

. 5:-¥7** --. 317** . -187** . 39← I** —-. 087 , 50-l ** . 258* . 388** 1. 000 . 631 ** 

.655**-.221* .ci7-i** .-l12** --.062 .528** .386** .,162** .631** 1.000 
- - - -

2! 次枝梗数 X11 .-188** —. :,58** . -!73** . 375** . 0-19 . -120** . 261 * . 397** . 831 ** . 603** 

2次枝梗退化数 Xt2 .081 .149 -.Oll:i .076 --.181 .056 -.0-19 -.011 .O:-l-1 .12-l 

粒着密度 X13 .52」** .212* 贔-101** . 071 -. 055 . 307** . 210 . 358** . 918** . 5-1:-l** 

籾 1,000粒重 X11 .072 .352** .093 .018 ---.2:-l-i*-.049 .016 .1:-l:3 --.:H7** .098 

籾長 X" --. 092 . 306** -. o:l5 . 103 -―る 150、--. (J:-l8 ---. 0-18 ---. 020 -. :195** -. 008 
． ・・ -- - - --- - -- --

籾幅 X1"-.059 .-116** .J:-JO•-.Fi-1 --.050 --.29-l** .1S6 .235* -.:325** —.OSI 

柑加軍 X1, .」35**--. 306** . -177** .'.-¥97** --. 116 . 692** . 278* . 305** . 566** , 6-l8** 
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．．．．．．．．．．．  - - - ー ・・- -
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結 果

つぎに， このような複雑な相関関係を示す在来品種

の変異のハターンを焚約して表わすために主成分分析

籾型について松尾 (1952) のガ法にしたがって分類 法を適用した3 分析に用いた形質は到穂日数，笥丈，

した結果を第2図にホした。この図から在来品種の大 程長，穂長，穂数，一穂頴花数，第 1次枝梗数，第2

部分はC刑に属していることがわかった。特筆すべき 次枝使数，籾 1,000粒重，籾艮，籾輻および秤基重で

こと1まA型に属する小粒の 2群 (19品種）が存在した 有種的に重要と考えられる12形質である。主成分分析

ことであるでこれらの品稲群は現地で Sambaと呼ば の結果を表2に示したが，第 1主成分から第4主成分

れ，芙味，良質であるが収駐が低いという特徴をもっ までの累積寄与率H.7CJ6であって， 12形質に関する全

ていな 変動の約75形を説明していることがわかった。

、18調査形質についての76品種間の変異をヒストグラ 第 1主成分は主に到穂日数，秤長および穂の大きさ

ムで示した（第 3図）へこの図から，草刑のかなり異＇） を説明していると考えられるっすなわち，晩生• 長

に比較品種間の変異とくらべてみたとき，在来品種の 程• 長穂品種ほどスコアは正で大となり，柏物体が晩

間に（ま多くの形質について比較的大きな遺伝変異が存• 生化を伴って大型化する品種の変異を表わしている。

在することが認められる。このことは，乾燥地帯と 第2主成分ぱ籾の大きさを怠味すると考えられる。

し、り比較的秋い地域（九州の面積に相当する）にもか 第3主成分には初期伸長性・穂の大きさ・籾の大き

かわらず多様な品種が栽培されていることをホしてし、 さなどが閃連していると考えられる。すなわち，初期

る Samba品種群は籾に関する形質以外では他の在｀ 仲長性が大で，籾幅が広く， しかも栂が小型で短粒の

米品種と類似した変異をぷしていたへ 品種ほどスコアは正で大となる。

形質の変異が相互にどのように結びついて在来品種 第4主成分は主として穂数を説明しているとぢえら

の特徴を表わしているかを知る目的で，まず19形質の れ，穂数型品種は大きなスコアの値を示し，そりで芯

相関係数を求めた（第 1表）。 い品種ぱ負となる。

この表から他の形質との間に相関閃係の多い形質は 以卜．述べたそれぞれの総合特性を説明している第 1

到穂II数、苗丈，秤長，第 1節間長， ー→穂頴花数，第 ～第 4主成分に関して，比較 3品種を含めた79品種の

2次枝使数，粒着密度，秤甚重などであり，逆に相関 散布図のうち， Z,Z2 軸について第 4 図に， Z2~Z,

関係の少ない形質は脱粒性，第2次枝梗退化数なと 軸につし、て第 5図に， Z1-z, 軸につし、て第6図にそれ
ピ<に穂数は少ないことがわかった。 ぞれ示した。

第2表 12形質の主成分分析の結呆

形質名主成分 1 2 3 4 ；） 6 
一I 

8 
------- -- --- ------- - -- ------------

到 穂 II 数 .33:>, .119 . 150 .200 -.-!61 -. 262 .499 -. 06:1 

・田H・ 丈 . 2:'l4 . 25:{ .449 ―・.063 .,l.t8 .579 . :,05 .085 

利！ 長 .311 .270 . 282 . 13-l- . 254 -.271 . 191 . 518 

柏 長 . 26:i . l3l --.4:-l5 .048 .680 --.278 . 120 -. 168 

紬 数 -.o:-l2 -.240 -.038 . 900 .218 .094 .086 . 157 

一＾穏頴化数 . ±20 -.076 . 139 ―.098 .049 . 275 —.001 -.356 

第 1次枝梗数 ,379 .212 .042 . 17-Jc -.119 . 129 .O:"i8 .024 

第 2次枝梗数 . 108 -.08'.-l .Bl .066 . 101 .241 -.153 -. 429 

籾 1,000粒重 -.116 .563 —. 148 . 120 ~·.171 .064 --. 059 -. 221 

杭 長 -・. 15:i .」76 ---. 439 .092 ,()-1--J- . 20fi .171 -.1171 

籾 幅 . 152 .,Hit .472 .238 . l+l . 401 --. 4-72 .2-18 

秤 基 重 . :on . 181 .174 .040 -. 109 暑283 ・-. 561 .--190 
. - -- -- ---

固打伯 J. A 4.-113 2.504 1.078 0. 97-J 0.745 0.627 0.532 O.'.-l67 

;ヽI. . k 2.101 L. 582 1.o:-38 0.987 0.863 0.792 o. 729 0.606 

I、K J) 和 4.413 6.917 7.995 8.969 9. 71°1 10. 3-!l 10. 87:1 11員240

累｛責寮与半(9a) '.c¥6. 8 57.6 66.6 71. 7 81 8 86. l 90.6 9:,. 7 
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第-1図についてみると Z,軸では正（右側）の方向

，娩生•長行・長穂型品種，負（左側）の方向へは早

'J:. ・短肝・短穏刑品種が分布し， Z2軸ではI「：: (上側）

/)方向へは大粒型品柿， 負（、ド側）の力.向へは小粒刑

品挿がそれぞれ分布する C Z, と Z2軸を同時に考える

こ各象限にはつぎの型の品種が分布することになる。

第 1 象限：晩生・長和• 長穂・大粒型品稲，（例 Sudu

Hondarawala (:i4)), 第 i象限：第 I.と小粒型のみて

児なる（例 SuduruSamba (15), (l!'J), Kuru Samba 

(-18)), 第2象限：早牛，短秤・短穂・大粒刑品種，

第3象限：第 2と小粒明Jのみで異なる（例 Suwakal

(:-l6), Murunga (50))" 
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第4図 79品種のスコアの散布図 (Z1-Z砂
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Samba 品種（図中で-~f:fJ を附した）につし、てみる Japa Samba (66)なとは知昇穂数型てあり IR8こ図

ビ，すべて第 3. 給4象限に分布し，小粒群・極小粒 上の位置も近し、ことがわか、うた,,在来品柿は草刑につ

訂さらにそれらはそれぞれ早牛・短秤群と晩生• 長 し、て広い変異性をもつか，一般に少ケッ刑品種が多し

利,:pi)) 2群からなり，大きく 4詳に分げられてし、るこ ことが1又］から認められ， これに対し育成品種 (IR8, 

かわかな HS, H」など）は私は数の面からも育種の効果をりかか

z,---z, 軸に関する第 5図につし、てみると， Z"軸で うことがてきより。

ぱI!ハ側に初期仲長性人．，円粒・短穂型品種，負の側 要約すると七イロン乾燥地情リ）在来品柿は籾型で，

｛こそれぞれ逆のものが分布するc. したがって各象限に A, B, C 3群に分げられるほとO) diversityがあるこ

は次りような且］の品種が分布することになる＾第 1象 と， msと類似する芍丙りをもつ苔干の品種が見出され
浪：初期伸長性大、大l'l粒，短柏型品柿，第 2: 第 1 たこと，一般に少ケッ晶種か多く育成品種に官f皐］）効

ビ小円粒で異なり，第 3: 初期伸長性小・小長粒，長 呆が認められたこと，そして Sam~, 品種訂は小粒

腿取品種第 4: 大長粒につし、て第 3と異なるr し、り特徴をもつが他の形質こは無関係に{(在するこ

比絞品種中 H,とH,Iまともに初期伸長性小て，長 なとを知ることか出来に 応こ多くの育種上有益ピ考

穂刑である点に共通性がみられるが IR8は極短利で えられる知見をえたが｀これらにつし、ては紙面の都合

あるにもかかわらずこ、れら 2品種より長穂で特異的で 」：割愛した。

ある、こりl叉］で Samba品種は初期伸長性と穂型て 2 生物学的知見に乏しい育種材料につし、て総合iJりこ類

群に分けられることがわかったぐ、 縁閃係を判断し，または特徴を把握しよりとナるこき

つぎに第 1図に従，)てABC3町に分けると1叉I'7)よ には，主成分分析法は有効芯情報を捉供するもりビ考

勺し、こ明瞭に区分できることがわか：)tこ第 6 図 (Z1 ―—— えら；/lる^

Zリに.--,し、て~みると Godawee (-1:-l), Ottaiwalan(ll), 
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